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研究成果概要 

 

 

大気中で AgSnO2接点にて DC20V-13A迄の誘導性負荷回路を開離速度 1～200mm／sで遮断した場合に、外部

磁界印加による磁気吹消しが生じない場合にも開離アーク短縮効果があり、その際に特異なアーク挙動が生

じることを明らかにした。また、同様な現象が AgNi、AnZnO接点でも観察されることを確認した。アーク

挙動のトラッキングソフトウエアを開発済であり、現象の発生メカニズムの検討を継続している。 


